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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
し

い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
が

始
ま
り
、
わ
が
国
が
約
束
し
た
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
六
・
〇
㌫
の
う
ち
三
・
八
㌫
を
健
全

な
森
林
整
備
な
ど
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

で
削
減
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
六
年
間
で
三
三
〇
万

㌶
の
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、
取
組
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
は
、
長
野
・
富
山
・
岐

阜
・
愛
知
県
の
四
県
に
所
在
す
る
国
有
林
を
管

轄
し
て
い
ま
す
が
、「
日
本
の
屋
根
」
と
い
わ

れ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
、
脊
梁

山
脈
を
擁
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
地
域
は
、
信
濃
川
、
木
曽
三
川
な
ど
の

源
流
地
帯
で
も
あ
り
、
水
資
源
の
か
ん
養
や
国

土
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
私
た
ち
の
生
命
や

暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
森
林
の

多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
木
曽
・
東
濃
地
方
に
代
表
さ
れ
る

木
曽
ヒ
ノ
キ
や
人
工
林
ヒ
ノ
キ
、
更
に
は
カ
ラ

マ
ツ
な
ど
の
産
地
と
し
て
我
が
国
有
数
の
林
業

地
帯
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
に
所
在
す
る
当
局
の
立
地

条
件
を
活
か
し
、
本
年
も
森
林
・
林
業
基
本
計

画
の
理
念
に
即
し
て
「
木
の
交
流
」・「
水
の
交

流
」・「
人
の
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
具

体
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

◇
木
の
交
流

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
及
び
災
害
に
強
い
森

林
づ
く
り
の
た
め
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を

対
前
年
度
比
一
五
二
㌫
を
予
定
す
る
な
ど
の
強

化
を
推
進
し
、
そ
れ
に
伴
い
生
産
さ
れ
る
利
用

可
能
な
木
材
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
路
網
と
高
性
能
林
業
機

械
を
組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な

作
業
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
普
及
を
民
有
林
関
係

者
も
含
め
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
上
・
下
流
域
に
所
在
す
る
原
木
市
場

な
ど
の
民
間
事
業
体
、
そ
し
て
近
隣
の
森
林
管

理
局
間
と
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
消
費
者
や

木
材
関
連
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
木
材

の
生
産
・
販
売
等
を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
需

要
の
動
向
や
業
界
の
将
来
展
望
を
踏
ま
え
た
対

応
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◇
水
・
人
の
交
流

　

管
内
に
は
、
信
濃
川
、
木
曽
三
川
、
神
通

川
、
天
竜
川
、
庄
川
な
ど
の
我
が
国
有
数
の
河

川
が
あ
り
、
下
流
域
の
水
量
の
安
定
や
良
質
な

水
の
確
保
、
水
に
か
か
わ
る
要
請
に
応
え
る
こ

と
も
国
有
林
の
大
き
な
使
命
の
一
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
上
・
下
流
域
の
関
係
者

の
連
携
の
も
と
、
長
伐
期
化
、
針
広
混
交
林
化

な
ど
百
年
先
を
見
据
え
た
多
様
な
森
林
に
誘
導

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
森
林
整
備
に

参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
な
ど
、

上
流
域
と
都
市
住
民
の
交
流
や
連
携
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
所
感
の
一

端
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
が
災

害
の
な
い
明
る
い
職
場
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、
ご
家
族
と
も
ど
も
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
長
　

平
野
　

秀
樹

新
年
を
迎
え
て

「
地
球
温
暖
化
防
止
」を
め
ざ
し
て

新
年
を
迎
え
て

「
地
球
温
暖
化
防
止
」を
め
ざ
し
て
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今
年
の
干
支
は
「
己
丑
」
で
す
。

　
「
己
丑
」
は
「
つ
ち
の
と
う
し
」
と
読
み
、

六
十
干
支
の
二
十
六
番
目
で
す
。

　
「
丑
」
は
、
牛
の
こ
と
で
す
。

　

牛
は
、
古
来
か
ら
人
間
と
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
肉
は
大
切
な
食
料
と
な
り
ま
し
た
し
、
血

は
、
む
か
し
、
諸し
ょ
こ
う侯
が
同
盟
を
結
ぶ
際
、
牛
の

耳
を
切
っ
て
（
牛
耳
る
）
そ
の
血
を
す
す
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
焼
き
肉
屋
で
お
な
じ
み
の
牛
肉
も

サ
ー
ロ
イ
ン
、
リ
ブ
ロ
ー
ス
、
タ
ン
、
ハ
ツ
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
牛
は
、
四
つ
の
胃
袋

を
持
ち
、
一
度
飲
み
込
ん
だ
物
を
再
び
口
に
戻

し
反
す
う
し
て
細
か
く
か
み
砕
い
た
食
べ
物
を

胃
の
中
の
微
生
物
が
食
べ
、
微
生
物
が
大
量
に

増
殖
し
、
そ
れ
を
牛
が
消
化
し
て
栄
養
と
し
て

い
ま
す
。
四
つ
の
胃
は
焼
き
肉
屋
で
は
、
第
一

胃
を
ミ
ノ
、
第
二
胃
を
セ
ン
マ
イ
、
第
三
胃
を

ハ
チ
ノ
ス
、
第
四
胃
ギ
ア
ラ
と
呼
ん
で
私
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
丑
」
の
字
は
、
手
の
指
を
曲
げ
て
物
を
握

る
様
子
を
表
し
た
象
形
文
字
で
、
つ
か
む
、
か

ら
む
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
芽
が
種
子
の

内
部
で
伸
び
き
ら
な
い
状
態
を
表
す
「
紐
」
に

そ
の
意
味
が
う
か
が
え
ま
す
。　

　
「
丑
」
に
ま
つ
わ
る
言
葉
と
し
て
、「
丑
三
ッ

刻
」
が
あ
り
ま
す
。
時
代
劇
で
お
な
じ
み
の

「
草
木
も
眠
る
…
」
は
午
前
二
時
か
ら
午
前
二

時
半
頃
に
な
り
、
ま
さ
に
静
ま
り
か
え
っ
た
真

夜
中
で
、
怪
談
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
ね
。

　
「
土
用
の
丑
の
日
」
は
、
ウ
ナ
ギ
で
お
な
じ

み
の
日
で
、
夏
の
土
用
（
立
夏
前
の
約
十
八

日
間
）
に
巡
っ
て
く
る
丑
の
日
の
こ
と
で
す
。

十
二
日
に
一
回
巡
っ
て
く
る
た
め
、
年
に
よ
っ

て
は
二
度
目
の
「
土
用
の
丑
の
日
」
が
あ
り
、

こ
れ
を
「
二
の
丑
」
と
い
う
そ
う
で
す
。

　

牛
は
、
古
来
よ
り
天
神
様
の
お
使
い
と
い
わ

れ
、
学
業
成
就
・
財
運
向
上
・
家
内
安
全
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
を
迎
え
、
今
年
も
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

◎
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

　
　

２
月
４
～
５
日　

長
野
市

◎
中
日
造
林
賞

　
　

２
月
26
～
27
日　

名
古
屋
市

︱ 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
無
災
害 

︱

「
東
信
森
林
管
理
署　

合
同
班
」

　

当
班
の
現
場
は
、
長
野
県
佐
久
市
を
管
轄
す

る
佐
久
平
森
林
事
務
所
と
佐
久
穂
町
を
管
轄
す

る
佐
久
森
林
事
務
所
の
国
有
林
で
す
。
こ
の
た

め
四
名
の
班
員
は
二
班
に
分
か
れ
た
り
、
合
同

で
作
業
を
行
っ
た
り
と
業
務
内
容
に
応
じ
た
効

率
的
な
作
業
形
態
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

作
業
現
場
が
東
西
南
北
に
離
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
車
の
運
転
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
か

ら
、
運
転
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
作
業
は
、
除
伐
Ⅱ
類
等
の
各
種
造
林
作

業
、
木
製
横
断
排
水
工
の
作
製
及
び
敷
設
等
の

林
道
維
持
修
繕
や
収
穫
調
査
、
巡
検
等
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
無
災
害

で
乗
り
切
る
た
め
、
毎
月
初
め
に
緑
十
字
の
日

に
は
、
安
全
推
進
員
が
司
会
を
行
い
、
全
員
で

安
全
に
つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
一
丸
と
な
っ

て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
朝
の
打
合
せ
で
は
、
班
長
、
安
全
推

進
員
が
積
極
的
か
つ
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
、
そ
の
日
の
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
、
危
険
箇
所

等
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
山
を
迎
え
、
作
業
条
件
が
一
層

厳
し
く
な
る
な
か
、
無
災
害
を
心
に
誓
い
安
全

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

今
年
の
干
支
は
己
丑

え
　

と

つ
ち
の
と
う
し

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

除伐Ⅱ類作業中

みんなそろって
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◆
１
月
◆

24　

�

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
「
モ
ニ
タ
ー
会

議
」�

（
中
部
局
）

◆
２
月
◆

１　

�

地
域
管
理
経
営
計
画
及
び
国
有
林
野
施
業

実
施
計
画
検
討
会�
（
中
部
局
）

７　

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会�
（
中
部
局
）

12　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
　

�

（
中
部
局
）

13　

下
諏
訪
森
林
事
務
所
新
築�

（
南
信
署
）

15　

佐
久
森
林
事
務
所
新
築�

（
東
信
署
）

18　

�

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
伝
達

式�

（
名
古
屋
市
内
）

19　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

26　

木
曽
駒
ヶ
岳
自
然
再
生
検
討
会

　
　

�

（
南
信
署
）

26　

中
日
造
林
賞
贈
呈
式�

（
名
古
屋
市
内
）

◆
３
月
◆

10　

北
信
森
林
管
理
署
新
築

25　

上
市
森
林
事
務
所
新
築�

（
富
山
署
）

◆
４
月
◆

７　
「
遊
々
の
森
」
源
流
の
森
協
定
調
印
式

�

（
飛
騨
署
管
内
）

20　

木
材
販
売
促
進
「
春
姫
道
中
」

�

（
名
古
屋
市
内
）

23　

�

平
成
二
十
年
度
事
業
概
要
を
記
者
発
表

�

（
中
部
局
、
名
古
屋
事
務
所
）

24　

局
長
等
会
議�

（
林
野
庁
）

29　

�「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
08
」
開
催

�

（
瀬
戸
市
）

◆
５
月
◆

３　
「
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
」
開
催�

（
大
垣
市
）

４　

緑
の
募
金
の
街
頭
募
金
を
実
施�

（
長
野
市
）

10　

林
野
庁
主
催
「
Ｈ
20
年
度
森
林
の
市
」

�

（
東
京
都
日
比
谷
公
園
）

15　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

17　
「
愛
知
県
植
樹
祭
」
開
催�

（
大
口
町
）

22　

技
術
開
発
委
員
会

23　
「
と
や
ま
森
の
祭
典
」
開
催�

（
砺
波
市
）

24　

�「
未
来
世
紀
へ
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン
育
樹

祭
」
開
催�
（
王
滝
村
）

31　
「
長
野
県
植
樹
祭
」
開
催�
（
長
野
市
）

◆
６
月
◆

７　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
飛
騨
署
管
内
）

16　

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会�

（
中
部
局
）

19　

流
域
管
理
推
進
会
議�

（
中
部
局
）

20　

�

木
材
安
定
供
給
協
議
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

議�

（
石
川
県
）

24　

永
年
勤
続
職
員
の
表
彰
式�

（
長
野
市
）

◆
７
月
◆

１　

全
国
安
全
週
間

16　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
打
合
せ
会
議

�

（
中
信
署
管
内
）

14　

�「
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
関

す
る
協
定
締
結�

（
中
部
局
）

◆
８
月
◆

１　
�「『

青
川
源
流
の
森
』
に
お
け
る
保
全
・

整
備
等
の
活
動
に
関
す
る
協
定
調
印

�

（
東
濃
署
）

４　

教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修
会

�

（
木
曽
署
管
内
）

�
（
６　

愛
知
署
管
内
）

�

（
７　

中
信
署
管
内
）

�

（
８　

南
信
署
管
内
）

７　

�

南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
岳
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護
柵

設
置�

（
南
信
署
管
内
）

30　

全
国
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

（
木
祖
村
）

◆
９
月
◆

３　

国
有
林
野
管
理
審
議
会�

（
中
部
局
）

18　

流
域
管
理
調
整
官
会
議�

（
中
部
局
）

10　

造
林
現
地
検
討
会�

（
岐
阜
署
）

10　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
国
有
林
視
察

�

（
北
信
署
管
内
）

11　

平
成
十
九
年
度
決
算
概
要
を
公
表

�

（
中
部
局
）

13　

�

信
越
ト
レ
イ
ル
全
線
開
通
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム�

（
北
信
署
管
内
）

18　

�

中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ
岳
周
辺
の
植
生

復
元�

（
南
信
署
管
内
）

26　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
北
信
署
管
内
）

27　

�「
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢
」
を
開
催

�

（
木
曽
署
管
内
）

二
〇
〇
八
年　
主
な
出
来
事

完成した北信署新庁舎

雨中の長野県植樹祭

国有林防災ボランティア制度に
関する協定を終えて

南アルプス仙丈岳ニホンジカ
防護柵設置の取材状況



（5）　平成 2�年 �月 第 58号

◆
10
月
◆

１　

木
づ
か
い
推
進
月
間

２　

�「
遊
々
の
森
」
和
田
小
学
校
「
黒
耀
の
森
」

協
定
調
印
式�

（
東
信
署
管
内
）

７　

林
道
現
地
検
討
会�

（
南
木
曽
署
管
内
）

７　

国
産
材
循
環
利
用
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式

�

（
上
松
町
）

８　

木
材
利
用
推
進
要
望
活
動

�

（
高
山
市
・
飛
騨
市
外
）

11　
「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

�

（
名
古
屋
市
内
）

17　

グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト

�

（
東
濃
署
管
内
）

18　

地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
地
区
懇
談
会

�

（
飛
騨
署
管
内
）

�

（
26　

北
信
署
管
内
）

20　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

22　

治
山
現
地
検
討
会
を
開
催

�

（
木
曽
・
南
信
署
管
内
）

22　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
南
信
署
管
内
）

�

（
23　

東
信
署
管
内
）

�

（
28　

岐
阜
署
管
内
）

23　

�

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
国
有
林
視
察

�

（
北
信
署
管
内
）

25　

親
子
の
森
林
体
験
教
室�

（
北
信
署
管
内
）

26　

�「
未
来
世
紀
へ
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン
ど
ん

ぐ
り
祭
」
開
催�

（
王
滝
村
）

27　

�

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協

議
会�

（
松
本
市
）

28　

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
視
察

�
（
富
山
署
管
内
）

28　

�

保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
現
地
検
討
委

員
会�

（
北
信
・
東
信
・
飛
騨
署
管
内
）

30　

指
導
普
及
連
絡
会�

（
愛
知
署
管
内
）

31　

長
野
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
要
請
行
動

�

（
中
部
局
管
内
）

◆
11
月
◆

５　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
愛
知
所
管
内
）

�

（
６　

木
曽
署
管
内
）

７　

ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
検
討
会�

（
中
部
局
）

10　

�

ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
保
護
管
理
現
地
検
討

委
員
会�

（
南
信
署
管
内
）

12　

報
道
機
関
の
国
有
林
視
察�

（
北
信
署
管
内
）

13　

治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議

�

（
飛
騨
署
管
内
）

18　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
国
産
材
安
定
供
給
協
議
会

�

（
石
川
県
）

17　

本
庁
監
査
（
21
日
ま
で
）

◆
12
月
◆

７　

地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
地
区
懇
談
会

�

（
飛
騨
署
管
内
）

�

（
13　

北
信
署
管
内
）

８　

大
型
猛
禽
類
の
生
態
と
森
林
施
業
講
演
会

�

（
長
野
市
）

26　

検
知
講
習
会�

（
南
木
曽
署
管
内
）

27　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
東
濃
署
管
内
）

４
／
19　

ツ
ツ
ジ
の
植
え
込
み
作
業

（
愛
知
所
管
内
）

４
／
24　

ヒ
ノ
キ
の
植
樹
作
業（
東
濃
署
管
内
）

５
／
14　

登
山
道
整
備
作
業����（
岐
阜
署
管
内
）

６
／
14　

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業

（
木
曽
署
管
内
）

６
／
20　

巨
樹
巨
木
遊
歩
道
整
備
作
業

（
岐
阜
署
管
内
）

６
／
24　

水
源
林
の
下
刈
作
業（
富
山
署
管
内
）

７
／
15　

高
山
植
物
保
護
作
業（
富
山
署
管
内
）

７
／
30　

下
刈
作
業　
　
　
（
南
木
曽
署
管
内
）

８
／
30　

高
山
植
物
保
護
作
業（
飛
騨
署
管
内
）

９
／
6　

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業

（
木
曽
署
管
内
）

９
／
27��

登
山
道
整
備
作
業�　
（
飛
騨
署
管
内
）

10
／
25　

見
本
林
下
刈
等
作
業（
愛
知
所
管
内
）

11
／
６　

枝
打
作
業　
　
　
　
（
東
濃
署
管
内
）

11
／
15　

間
伐
作
業　
　
　
　
（
愛
知
所
管
内
）

11
／
20　

枝
打
作
業　
　
　
　
（
愛
知
所
管
内
）

５
／
31　

湿
原
の
植
物
観
察（
名
古
屋
事
務
所
）

６
／
14　

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
観
賞
会

（
愛
知
所
管
内
）

８
／
23　

森
の
工
作　
　
　
（
名
古
屋
事
務
所
）

10
／
18　

�

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
散
策
他

（
東
濃
署
管
内
）

11
／
22　

鑑
賞
炭
づ
く
り
体
験（
愛
知
所
管
内
）

12
／
７　

手
作
り
リ
ー
ス
づ
く
り（愛

知
所
管
内
）

日本ジャーナルリストの会
国有林視察

和田小学校「黒耀の森」協定調印式

大型猛禽類の生態と森林施業講演会

二
〇
〇
八
年
に
実
施
し
た

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
等

名古屋シティ・ フォレスター事業森林ふれあい講座



第 58号 平成 2�年 �月　（�）

東濃署森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

45

小
秀
山
と
加
子
母

 

［
東
濃
署
］
加
子
母
は
、
中
津
川
市
の
最
北
部

に
位
置
し
て
お
り
九
十
四
㌫
が
山
林
で
覆
わ
れ

た
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
そ
の
北
端
に
は

当
署
が
管
轄
す
る
加
子
母
本
谷
国
有
林
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
に
は
飛
騨
川
の
支
流
「
白
川
」
の
源
流

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
源
か
ん
養
保
安
林
、
県

立
自
然
公
園
に
も
指
定
さ
れ
、
そ
の
豊
富
で
綺

麗
な
水
は
、
地
元
や
下
流
域
の
住
民
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
は
下
呂
市
、
東
は
長
野
県
王
滝
村
と
接
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
長
野
県
と
の
県
境
に
小
秀

山
が
あ
り
ま
す
。

　

小
秀
山
は
、
御
嶽
山
の
南
方
に
位
置
す
る
阿

寺
山
系
の
最
高
峰
で
あ
り
、
日
本
二
百
名
山
の

一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
は
、
一
、九
八
二
㍍
、
麓
の
登
山
口
に

は
乙
女
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

山
頂
ま
で
は
四
～
五
時
間
の
行
程
で
す
。

　

春
は
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
、

夏
に
か
け
て
は
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
花
が
咲

き
、
登
山
道
で
は
夫
婦
滝
な
ど
大
小
様
々
な
滝

や
、
兜
岩
な
ど
の
巨
石
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

特
に
山
頂
か
ら
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
晴

れ
た
日
に
は
中
央
ア
ル
プ
ス
や
白
山
ま
で
見
渡

せ
ま
す
。
ま
た
御
嶽
山
を
一
番
美
し
く
眺
め
ら

れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
眺
望
を
求
め
て
、
年
間
約
五
千
人
を
超
え
る

登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
加
子
母
に
は
、
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
東
濃
地
方
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
「
地

芝
居
」
の
盛
ん
な
地
域
で
、
か
つ
て
は
六
十
棟

以
上
の
農
村
舞
台
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
明
治
座
」
も
そ
の
芝
居
小
屋
の
一
つ
で
、

明
治
二
十
七
年
に
村
の
有
志
た
ち
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
屋
と
い
っ
て
も
回
り
舞
台
や
両
花
道
を
備

え
た
劇
場
形
式
の
立
派
な
建
物
で
、
梁
に
は
樹

齢
四
百
年
、
長
さ
が
十
四
㍍
以
上
も
あ
る
巨
木

が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
随
所
に
当
時
の
熱
意
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
明
治
座
活
用
委
員
会
に
よ
り

年
間
を
通
じ
て
開
館
さ
れ
、
秋
に
は
地
元
の
加

子
母
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
り
、
地
歌
舞
伎
が
公

演
さ
れ
る
な
ど
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
見
ど
こ
ろ
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

美
し
い
山
の
景
色
と
歴
史
・
文
化
が
息
づ
く

加
子
母
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

　
『
小
秀
山
登
山
口
』

　

�

中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七
号
線
を
下
呂

方
面
へ
車
で
約
五
十
分
。

　

�

乙
女
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
へ
（
案
内
看
板
あ

り
）

　
『
明
治
座
』

　

中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七
号
線
を

　

下
呂
方
面
へ
車
で
約
四
十
五
分
。

　
（
案
内
看
板
あ
り
）

小秀山から望む冠雪の御嶽山

明治座 兜岩からの眺望を楽しむ登山者


